第３学年○組道徳指導案
　平成２９年　月　　日（　曜）　第　時限

                                         　　　　　　　　指導者　

１　主　題　　はくぶつかんたんけん　（Ｃ－⑪　規則の尊重）

２　資料名　　はくぶつかんたんけん（出典　2014年版明るい心）

３　ねらい　　きまりの大切さに気付き、進んできまりを守っていこうとする気持ちを高める。
４　指導過程

	 時間
	　　　　学　習　の　流　れ
	　教師の働きかけと支援・留意点

	　５

(5)
	１　学級や学校には、どんなきまりや　約束ごとがあるかを発表する。
	○　自分たちは守れているかも併せて　考えさせ、資料への布石としたい。

	 １０

 (15)
　


	２　資料の範読を聞き、話し合う。
　（１）教師の範読を聞く。
　（２）みきと話をしていた時のけんじ　　　　の気持ちを話し合う。

    ・　順番を守らなくちゃ

    ・　きまりを守らなくちゃ
	○　範読の後、登場人物を挙げさせる。

○　けんじの教師の話を聞く態度は軽く触　
　れる程度とする。

○　この時は、「順番を守ろう」と考えてい　
たことに気づかせる。



	 １６

(31)
　


	　（３）たくやに「ゲーム」と言われ　　　　てからのけんじの気持ちを話し　　　　合う。
　　・　楽しそうだな

    ・　きまりを守らなくちゃ

    ・　私だったら守れるかな

　（４）病院で骨折した足を見て、け　　　　んじが何を考えているか話し合　　　　う。
    ・　しまった

    ・　きまりを守ればよかった

　　・　みんなに迷惑をかけてしまった
	○  たくやたちにつられて「順番を守る」ことよりゲームが頭の中を優先し、周囲の雰囲気にも押されてしまうけんじの言動を考えさせたい。
○　状況により、自分だったらどうしただろ　うかも考えさせたい。　

○　様々な意見を認めつつも、雰囲気に飲ま　れてきまりを守らなかったことがけがにつながったことに気づかせたい。



	　７

 (38)

	３　どうすればけんじはよかったのか　を話し合う。
    ・　順番に回る

　　・　走らない

    ・　きまりを守る
	○　資料のことだけに留めないように自分の経験を踏まえた発言になるように助言し、ねらいにせまりたい。



	　７

 (45)

	４　ふりかえりを行う。
　

	○　プリントに記入させる。

○　時間があれば、発表させる。



	
	
	


